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４．事業費・工期の見通し
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１）これまでの整理と執行状況
（ 単位 ： 億円 ）

※今後実施する調査設計や協議等によっては、事業費の見込みのとおりとならない場合がある。
※各工種の金額は、単位未満を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。

H19当時

① ② ③ ④＝②+③ ⑤ ⑥＝②+⑤ ⑦＝④ー⑥

工事費 217.8 40.9 198.4 239.3 0.3 41.2 198.1

ダム費 129.1 0.0 144.1 144.1 144.1

転流工 9.6 0.0 10.7 10.7 10.7

掘削 11.4 0.0 13.3 13.3 13.3

基礎処理 6.4 0.0 7.3 7.3 7.3

堤体工 59.7 0.0 65.7 65.7 65.7

閉塞工 3.2 0.0 3.5 3.5 3.5

放流設備 19.9 0.0 21.7 21.7 21.7

その他 18.7 0.0 21.9 21.9 21.9

管理設備費 21.3 1.7 21.3 23.0 1.7 21.3

通信観測警報設備 8.7 0.0 9.5 9.5 0.0 9.5

放流制御設備 2.0 0.0 2.2 2.2 0.0 2.2

電気設備 1.5 0.0 1.6 1.6 0.0 1.6

建物 4.3 0.0 4.6 4.6 0.0 4.6

その他 4.8 1.7 3.4 5.1 1.7 3.4

仮設備費 65.0 39.2 30.0 69.2 0.3 39.5 29.7

ダム用仮設備 19.4 1.3 21.4 22.7 1.3 21.4

工事用道路 44.5 36.7 8.2 44.9 0.3 37.0 7.9

その他 1.2 1.2 0.4 1.6 1.2 0.4

工事用動力費 2.4 0.0 3.0 3.0 0.0 3.0

用地費及補償費 544.4 406.4 161.7 568.1 50.3 456.7 111.4

用地費及補償費 293.7 246.2 40.5 286.6 1.0 247.2 39.5

用地費及補償費 291.4 244.3 40.5 284.7 1.0 245.3 39.5

生活再建対策費 2.4 1.9 0.0 1.9 1.9 0.0

補償工事費 250.6 160.2 121.3 281.5 49.3 209.6 71.9

付替道路 244.7 154.3 121.3 275.6 49.3 203.7 71.9

大津信楽線 154.3 154.3 22.8 177.1 49.3 203.7 -26.6

栗東信楽線 53.3 0.0 57.4 57.4 0.0 57.4

市道・林道 37.1 0.0 41.1 41.1 0.0 41.1

その他 5.9 5.9 0.0 5.9 5.9 0.0

間接経費 237.2 181.5 69.4 251.0 7.4 188.9 62.0

工事諸費 80.7 69.0 35.2 104.2 6.3 75.3 28.9

事業費計 1,080 698 465 1,163 64 762 400

事業費の見込み（R3.3時点）

全体事業費
[H27点検結果]

平成29年度
～令和2年度
実施済額

令和2年度迄
実施済額

残事業費

H28検証時結果

H29以降
残事業費
[H27点検結果]

区 分 費 目 工 種

全体事業費
[現計画]
H19P

平成28年度迄
実施済額



ダム検証時（H28年）には、H29年度以降の残事業費を約４６５億円と見込んでいたが、R２年度
までの執行を考慮した約４００億円の残事業費に対し、以下の変動要因がある。

＜執行済みの実施内容に関する変動要因＞
○付替県道大津信楽線
・巨石対策等に伴い、R2年度までの執行額で約２７億円超過
・既に９７％が着手済みであり、今後、事業費の変動は限定的。引き続き、コスト縮減に努める。

＜未執行の実施内容に関する変動の可能性＞
○現場条件等の要因
・今後実施する地質調査等を踏まえた地質条件等による数量、工程等への影響
・コスト縮減策（工期短縮によるコスト縮減を含む）
○社会的要因（上記の現場条件等の要因にも連動）
・働き方改革（週休２日）等 ※工程を要精査
・労務単価、資材単価等の上昇（H27からR3にかけて約１割上昇） ※工種ごとに要精査
・消費税の増大（R１.１０より、８％から１０％） ※課税対象を要精査

２）残事業費の変動要因

9







12

施工内容

掘削

積み込み

運搬

数量 約40万m3

単価 H27単価

金額 13.3億円

基礎掘削 （他ダム事例）掘削平面図

【２】ダム費－基礎掘削工

表層の風化部を取り除き、十分な強度を有する良好な岩盤が得られるまで掘削する工事

＜今後の変動要因の分析評価＞

・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、数量や施工内容が変動する場合がある。
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堤体工 （他ダム事例）大戸川ダム下流図面

施工内容 クレーン打設

数量 約24万m3

単価 H27単価

金額 65.7億円

【４】ダム費－堤体工

ダム本体のコンクリートを打設する工事

＜今後の変動要因の分析評価＞

・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、数量や施工内容が変動する場合がある。



15
本体ゲート （他ダム事例）

施工内容 放流設備

数量

非常用洪水吐きゲート 2門

常用洪水吐きゲート 1門

土砂吐きゲート 1門

単価 H27単価

金額 21.7億円

【５】ダム費－放流設備

洪水を一時的に貯水し、下流への放流量を調節するためのゲート設備を設置する工事

＜今後の変動要因の分析評価＞

・今後の詳細設計等により、設備の構造や規模に変更があった場合、変動の可能性がある。



16警報写真 （他ダム事例）雨量観測所写真 （他ダム事例）

施工内容

通信設備

観測設備

警報設備

数量 １式

単価 H27単価

金額 9.5億円

【６】管理設備費－通信設備、観測設備、警報設備

ダム管理上必要な雨量計などの観測設備やダム放流時に必要な警報設備及び通信設備を設置する工事

＜今後の変動要因の分析評価＞

・今後の詳細設計等により、設備の構造や規模に変更があった場合、変動の可能性がある。
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施工内容

骨材貯蔵設備

コンクリート設備

濁水処理設備

数量 １式

単価 H27単価

金額 21.4億円

濁水処理施設 （他ダム事例）コンクリート設備全体写真 （他ダム事例）骨材設備写真 （他ダム事例）

【７】仮設備費－骨材設備・コンクリート設備・濁水処理設備等

骨材設備及びコンクリート設備はダム本体のコンクリートを製造する設備。また、濁水処理設備は工事による濁水を浄化処理する設備。

＜今後の変動要因の分析評価＞

・今後の詳細設計等により、設備の構造や規模に変更があった場合、変動の可能性がある。
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【８】用地費及び補償費－ 一般補償・公共補償・特殊補償

事業を実施するために必要な用地や建物、立木などの補償

＜今後の変動要因の分析評価＞

・今後、調査により、補償内容に変更が生じる可能性がある。 水没家屋の集団移転状況

施工内容 用地・物件補償

数量

一般補償 １式

公共補償 １式

特殊補償 １式

単価 H19単価

金額 40.5億円

【９】用地費及び補償費－ 補償工事

ダムの工事によって影響のある道路等の補償（付替）を行う工事

＜今後の変動要因の分析評価＞

施工内容 付替県道、付替林道

数量

付替県道 大津信楽線 約1.4km

栗東信楽線 約2.4km

付替市道・林道 約5.4km

単価 H27単価

金額 121.3億円
・今後の施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、
数量や施工内容が変動する場合がある。
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【10】間接経費－測量設計費、船舶及び機械器具費、営繕費

・設計費用及び設計に必要な測量、地質調査、環境調査、用地補償調査

・通信機器等の点検や修繕に要する費用

・工事事務所庁舎の借り上げや修繕等に要する費用

＜今後の変動要因の分析評価＞

施工内容 測量設計等 機器点検修繕
庁舎敷地借り上げ

現場事務所建設

数量

測量、地質調査、
水理水文、補償
調査、環境調査、
設計委託、その
他諸調査等 １式

機器点検修繕

1式

庁舎敷地借り上げ
1式

現場事務所建設
１棟

単価 H27単価

金額 69.4億円

・施工段階での地質状況の変化に基づく追加調査や再検討が必要
となった場合などは変動する可能性がある。

・今後、緊急的に設備や庁舎の修繕が必要となった場合は変動が
生じる可能性がある。

【11】諸経費

職員の人件費や消耗品等に要する費用

施工内容 人件費・消耗品

数量
人件費・消耗品

1式

単価 H27単価

金額 35.2億円＜今後の変動要因の分析評価＞

・今後、予定人員の変更等により変動が生じる可能性がある。




